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せん。 「この六〇年」 。それは、なんと素晴らし 時だったのでしょう。馬と馬車の時代から飛行機と宇宙船の時代まで。 の間の科学と技術の進歩は、人類誕生以来それまで 進歩以上 ものでした。五五年前、妻と私は二週 かけ 太平洋を渡りま た。今や、鷲のような翼に乗ってしまえば、一日もかかりません。　
素晴らしい年月でしたが、人類にとって恐ろしい年もありました。科学的な知は進歩しました
















えたのです。世界中で、アジアやアフリカの有色人種と呼ばれる人びとによるナショナリズムの高揚と帝国主義、植民地主義の否定がより顕著に見られます。フランスとイギリスが大陸に所有していた植民地から徴兵した兵士は両世界大戦に参加したことにより、ヨーロッパやアメリカの人びとが望ましい暮らしをしていることを知り、西洋の国々の豊かな生活を自分たちも享受したいと考えるようになりました。こうして、アジアのフィリピン、東インド諸島 インドシナ、中国、マレーシア、ビルマ、インド、パキスタン、セイロン、アフリカ ガーナが解放され、独立しました。この動きはさらに続い います。　
破壊と再建が激しく続く年月の間、多くの国々における政治体制の変化は世界の人びとに希望




リオールのちょうど中間でした。当時 東オンタリオ辺りは、フラ ス語を話す人口が増加していました。少年時代、ロリニャル 大きなカト ック教会が一つ 小さなプロテスタント教会が三つありました
。日曜の朝は長老教会、午後は聖公会、夕方はメソヂスト教会に通うのが当
時の私たちの習慣で 。三つ 異なる教会を、祈りの家、礼拝の家、讃美の家と私は考え い
38
ました。礼拝上の様々な要素が三つの教会のすべてにありながら、識別できる程度の違いが見られました。この三つ 教会を知ったことは、私 生涯の仕事に対する何よりの準備となりました。地域社会を構成する様々な要素は、私 ちの関係に幸福をもたらしました。私たちは皆違っていました。それぞれが、自分たちの文化と言葉と教会が一番だと思ってい しかし、寛容と良い意志と互いを敬う心が問題を友好的に解決してくれました。私たちが小さなメソヂスト教会を建てた時、すべての人から カトリックの司祭からさえも援助してもらいました。教会の女性が寄付を求めベルベ神父
を訪ねた時、神父はこう言いました。 「プロテスタントの教会を建てる





虔なキリスト教徒 当時のもうひとつ 新たな概念は聖書批評学で、スコットランド 大学では既に認められていましたが、カナダではまだ理解されていませんで た
。キングストンに












イギリス人、フランス人、先住民とその混血が住んでいました。教会の建物がなかったので ほんの一部屋だけの小さな学校を使い、毎日曜の夕方、四〇人程が集まりました。しかしながら、ブラインドリバーは私の始まりの地です。教会 出発点と考えられる場所で過ごした年には、興味深い想い出がたくさんあります。そんな想い出のひとつが私にとって初めての葬式です。イギリスから移住した農民 年若い妻 葬式でした。彼女はお産で亡くなりました。新しい丸太で作られた簡素な松の棺が一頭立て 荷馬車で小さな墓地まで運ばれました。墓地には先住民 墓いくつかありました。夕暮れ時で、日が沈み、隣の敷地からカウベルによる弔 の音が聞こえてきました。六〇年経っ 今も、その情景が色褪せることはあり せん 哀愁により美しく和らげられただけです。　
翌年、私はキングストン近郊のポーツマスに派遣されました。そこで 三年間メソヂスト教会
の学生牧師を務めました 教会はロックウッド精神病院 近くにあり、キングストン刑務所からもそう遠くありませんで 。病院と刑務所の職員、 らに病院の患者がほんの数名教会 参加していました。 る日曜、受刑者からホリー・ジョーと呼ばれているカートライト宗教主事
の
40














りました。その時の礼拝は、私の想い出の中のハイライトの一つです。ローズ博士は、もっとも素晴ら いキリスト者であり 研究者でした。彼は 「コリント信徒へ 手紙一」一三章をも
41
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挑戦とその応戦に特徴づけられた歴史の宗教的見解について語ってい す。一九〇二年は私にとって最大の挑戦の年でした。その挑戦は、これま 私 人生に応戦を求めてきました。その年の一月、私が学んでいたモントリオールのウェスレアン神学校
をＦ・Ｃ・スティーブンソン博士
が訪問されました。博士はその時、若者を伝道活動に誘う活動をされ まし 。ある日 博士は私にこうおっしゃいました。 「ベーツ君、来月トロントで行われる学生ボランティア大会に行きませんか」 。私は「 いえ」と答えま 「どうして行 ないのですか」 。博士はお尋ね なりました。 「時間もお金もな からです」 。すると、博士 う言われました。 「時間に関し は
42
















































な教義が失われてしまったように感じることがある は事実です。し し、現在享受 ている信仰と人脈の豊かさから見れば、それは大したことではありません 私たちには偉大な教会があり、多くの機会に恵まれ、大きな責任を持ち 大き 資力 るの れらのことは、別の挑戦を生み出し す。私たちは自分た の仕事にふさわしい しょうか？
　
私たちは危

































ト教会で知られ 人物 、二〇世紀 おいて っとも献身的で影響力のあるキリスト教徒でした。彼を知ったことでキリストの霊 強い影響を感じ、いっそう献身と自己犠牲に挑戦しようと思いました。あらゆる階層と聖職者 政界、教育界、ビジネス界に有能なキリスト教徒の指導者がいました。数としては少数でも、そ 影響は絶大でした。彼らを知ったこ で大いに助けられました。その子息、息女が現在、この国のキリスト教の指導者になっています。　
しかし、多くの人びと、特に地方の人びとはキリスト教に触れていませんでした。それは今も
そうです。その結果、日本の教会はアメ カやイギ から来る宣教師を歓迎し した。宣教師は同僚として、キリストの兄弟としてやって来ました。自分たちだけ はあまりに数が少なく何千万人もの国民に福音を説くにはあまりに力が弱かったからです。それは今も同じです。別の意味でも、日本に来たのは楽 い時代で 。ちょうど日英同盟が締結されたばかりで
、イギリ







過ごしました。軍事力が増大し、それに伴い国家的野望とプライドが過度に膨らむのを見てきました。大変残念で悲しいことに、人口増加のため、限られた資源のため、そしてその状況 理解する人々の同情を喚起するため、日本の欲求は切迫していきました。日本の政界と軍部 指導者たちの忍耐が足りず、 本の成功が滅亡の始まりになりました。戦争 屈辱的な敗戦のあと、私は日本のあ キリスト教徒に言いました。 「日本が戦争を避けられなかったことが残念でなりせん。戦争しなければ、失ったものをすべて持ち続けることができたでしょうに」 。その日本人はこう答えました。 「しかし、それが一体、何 役に立つというのですか。神は最善をご存じ す。私たちはもっと良い日本をつくるのです」 。　
私たちは最初の七年を東京と日本の中央部に位置する甲府で過ごしました
。いずれの地でも、



















の手を取り、快復を何度も祈りました それから立ち上がって、私の目をのぞきこみ、大きな声で言いました。 「治ります 治ります、治る」
。その言葉は実際に快復するまで、海を渡る時も
カナダでもずっと耳に響いていま た。それは今も続いています。数 後、彼女の葬儀に私は厳粛な気持ち 臨みました。娘は、一九四五年に自宅の庭の防空壕で亡くなりました。　
日本でもカナダでも、私たち夫婦は何度か病に見舞われましたが、キリスト教徒の友人たちの






























　「関西学院はアメリカ人宣教師が創立し、アメリカ人とカナダ人と日本人が協力して、発展させてきた学校です。関西学院のことを知るには、日本語の資料に当たるだけでなく、宣教師が書いた英文資料を収集し、読み込む必要があります。 『百年史』はその点、不十分 す。資料庫にどんな資料があるのか知りませんが、英文資料があったら、すべて読みなさい。活字やタイプ打ちされたものだけでなく、手書き文書にもし かり目を通しなさい。新しい発見は英文資料の中にいくらでもあります。英文資料は宝の山でしょう。それ あなたが見つけて書くのです。関学に資料がなけ ば、アメリカやカナダに行って集めてくるので まず、ベーツ院長のことから始めなさい。わからない 語があったら、宣教師に尋ねなさい 英語を母語とする教師 必ず英語で質問すること。日本人教師に尋ねてはいけ 。でき いとは言わせ せんよ。それだけのことを私はあなたに教えてきましたからね」 。　敬虔なカトリック信者で、関西学院のご出身でもない中村先生が『百年史』を詳細にお読みに
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年四月、吉岡は日本メソヂスト教会を代表し 南メソヂスト監督教会の総会に出席するため渡米した。アメリカ訪問後、トロントに行きカナダ・メソヂスト教会伝道局関係者の歓迎を受けた。さらに、吉岡はモントリオールから大西洋を横断し、スコッ ランドに向かった だが、その際、当時オタワにあったベーツの実家を訪ねている。日本にいるベーツは吉岡の訪問を喜び、 「なんて上品で魅力的で信仰心篤い紳士なのでしょう」と母親が手紙に書いて来たとニュートンに知らせている（
L
etter of A















中の二五年一二月逝去。その時、院長のベーツがカナダに休暇帰国中（当時、宣教師は七年毎に一年の休暇が与えられていた）だったため 院長代理を務めていた。訃報を聞 た 休暇を切り上げ、翌年二月に帰任した
（７）曽木銀次郎（一八六六―一九五 ） 。カナダ・メソヂスト教会が関西 院の経営に参画した時、神
学校教授に就任。松本益吉急逝後、副院長を務め 。ベーツとは東京の中央会堂で一緒だった時期がある（ 『日本基督教団本郷中央教会七十年 歩み』 、一九六〇年、五七頁）






























otes on the F
irst F
ifty Y





ibrary,'' 『関西学院六十年史』 、 一九四九年、 一〇頁） 。一九一六年から二〇年まで第三代院長を務め、
二三年に帰国した。ニュートンの後任院長選出は難航したが、理事会で当初から一貫してベーツを推していたのはニュートンであった（
M
inutes of the Board of D
















































































issionary in Japan: A
 B
iography, ''A





niversity, p. 83 &
 pp. 86-91 ） 。なお、人力車で通勤していたヘーガーの住所は





obe'' （ 『基督教年鑑』 〈復刻版〉①大正五年版、日本図書センター、一九九四年、










inutes of the 
Annual M
eeting of the Japan M
ission of the M
ethodist Episcopal C
hurch, South, Second Session, A
ug. 31-
Sept. 4, 1888, p. 2 ） 。神戸の男子校が関西学院、広島の女子校が広島女学院である。ただし、広島女




















inutes of Second m





ay 20, 1911 ） 。ベーツも両委員会






























部（甲種商業学校卒業者）二〇名であった。応募者は五〇名で、 四月 一日に口頭試問のみ実施し、文科三名、商科三六名を受け入れた（ 『関西学院百年史』通史編Ⅰ、三三八―三三九頁） 。商科の入学生を三九名とする資料もある（ 『関西学院高等商業学部二十年史』 一九三一年、 二九頁） 。しかし、当室に保管されている入 願書は三六名分である。なお、文科について、ベーツが四名と書いたのは、入学時は三名であったが、二学期に商科から文科に移った一名を加えたためであろう。文科の一期生としては四名と考えられる（ 『文学部回顧』 、一九三一年、七頁） 。
（
28）小寺敬一（一八九四―一九五一）は、一九二〇年より高等学部教授に就任し 戦後は短期大 商科
教授を務めた。白石英一郎（一八九一―？） 、 庭球部、 陸上競技部で活躍した 石本徳 （ 八九二―？）は、卒業後 関西学院職員となり、会計課主任として働いた。商科の最初の卒業生一二名は「 『学院の生死我に在り』と云ふ気概と自重の念をもつて常に終始された」と『高等商業学部二十年史』は伝えている（二九頁） 。
（
29）原野駿雄（一八九四―一九三二） 。一九 二年、高等学部文科入学後、神学部に転じ、一九一九年
















32） 佐藤清 （一八八五― 九六〇） 。 詩人。 一九一三年から二三年まで高等学部文科で英文 を教えた。 （ 『佐
藤清全集Ⅱ（詩） 』 、詩声社、一九六三年、二六七―二七八頁、 『文学部回顧』 、一九三一年、五七―五八頁） 。
（
33）岸波常蔵（一八七六― 九五四） 。一九一五年より高等学部教授（ 「履歴書」 、 『母校通信』第一四号、















akuin depends upon you!'' と学生に呼びかけ、自覚を促し
た。 四 院長選出の報をカナダで受け取ったベーツは、アームストロングが 長を続けること、高等学部の二学部分離後はアームストロングを文学部長とす ことをすぐさま伝道局に要望した（
L
etter of A






































art Inc., pp. 2538-2539 ） 。
（
37）ベーツ赴任前の一九〇六年に隣接松林五千坪を購入していたが、赴任直後の一〇年一一月、さらに























ct. 30, 1959. 抄訳は、Ｃ・Ｊ・Ｌ・ベーツ「創立七十周































































es, June 5, 1922 ） 、来日後は演








ov. 8, 1928, p. 3 ） 。神
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istory of the C
ounties of 
Argenteuil, Q
ue., and Prescott, O
nt., from
 the Earliest Settlem
ent to the Present, John L
ovell &






















Encyclopedia, p. 637 ） 。
（





andler ） 監督から厳しい書簡 （一九〇九年七月一九日付） を受け取っ
ている。 「何人といえども、わが神の聖書の価値を落としている人にその学部での教育を任せてはいけない。私はヴァージニア・ブレズレンの君がやってくれたことを喜び、故に物心両面において貴君が必要とするすべてのものを供給してあげようと思う。貴君の手に特別に重要な意味におい南部日本の若 メソジズムの将来がかかっている」 （天川潤次郎「Ｊ・Ｃ・Ｃ・ニュートン博士の隠れた偉大な思想」 『キリスト教主義教育―キリスト教主義教育研究室年報』第七号 一九七九三月、 一二頁） 。このため、 一九〇二年 ら母校 学部で教えていた蘆田慶治は一九〇九年に辞職し、「いわゆる高等批評によって解釈する新神学の自由主義的立場を標榜する」同志社神学校に転じた
65
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oody, 1837-1899 ）は、 一八七〇年以降、 サンキー（
Ira 
D

















in 1913,'' The M
issionary Voice, V
ol. 4, Jan. 1914, p. 43 ） 。ベーツのことを「見るからに他人に快感を














erican Biograph being the H
istory of the U
nited States, vol. 36, U
niversity M
icrofilm


































































eb. 6, 2017 ） 。
（
80）  John W
atson （
1847-1939 ）. グラスゴーで生まれ、 グラスゴー大学で神学を学んだ。 一八七二年、 クィー
ンズ大学に赴任し、五二年間、哲学科のトップを務めた ワトソンの就任以前 哲学はクィー ズ大学で最も人気のない学問だった（
Q
ueen's online encyclopedia, F
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,'' a paper presented to the 
C
anadian Society of P
resbyterian H
istory, Sept. 25, 2010 ） 。
（
95）カナダ合同教会は、一九二五年に組合教会、メソヂスト教会、長老派諸教会の約半数が参加して成



























大事典』 、三一四頁） 。ベーツ来日時、コクラン 既にカナダに帰国していた。
（













s, Jan, 1, 1961 &








五時三十分、いよいよ電車の運転を開始せり。東京に於ける電車の運転は、これを以って嚆矢となすこと故…」 （ 「新橋、品川間開通」 〔明治三六年八月二三日








ers in a N
ew











ers in a N
ew
 Land, p. 29 ） 。日本メソヂスト教会の年会記録を調べると、中央会堂にベーツ
の名が見られるのは第十七回（一九〇五年五月）までで、第十八回（一九〇六年五月） 、第十九回（一九〇七年五月） 、第一回東部年会（一九〇八年四月） 、第二回東部年会（一九〇九年三月）においては、山梨部にその名がある。
（
108） 「日曜朝には、さきにＤ・ノーマンが担当していた英語のバイブル・クラスがベーツに引き継が
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eep this holy fire 
burning'' の言葉を託した教え子はこの二人と寿岳文章（一九〇〇―一九九二）であった（河辺満






eeting of the Board of D
irectors ） 。ベーツは、不安な胸中をアトランタ在住のＪ・Ｃ・Ｃ・
 ニュー










































114）母娘の詳細は不明だが、 母親の方は、 中央会堂内で暮らし、 済生学舎で学んでいた野口英世（一八七六
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お持ちである（池田裕子「カナダ訪問記―Ｃ・Ｊ・Ｌ・ベーツ第四第院長関係資料調査の旅―」 『関西学院史紀要』第六号、二〇〇〇年、 五四 一五八頁、一八五頁） 。私が同教会を二〇一二年に訪問した時、ベーツのことを覚えている教会員に偶然お会いすることができた（ 「ロリニャルから世界へ」 、一四二頁） 。
（








































onald Jenkins ）夫人として来日した（ 『年次報告』一九九一年度、四五七頁、一九九二年度、
四六〇頁） 。私の書く拙い英文を編集のプロの目でチェックし、的確なアドバイスをくれる、頼もしい友人である
